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「看護学生の看護基礎教育課程選択に関する調査」にご協力ください 

 
私は現在聖路加看護大学博士後期課程に在籍しております、奥裕美（おくひろみ）と申します。 

このたび、「看護学生の看護基礎教育課程選択に関する調査」を実施するにあたり、ぜひご協力をお願いい

たします。 

 

研究の目的と意義 

保健・医療を支える看護職の人材の確保は国家的な課題となり、働き続けられる職場環境の整備が積極的

に行われています。その上で、これからを担う人材の確保と育成も重要であり、看護基礎教育課程における

教育の充実にも注目をしていく必要があります。 

そのような中、看護学以外の学問分野での学士号をもって看護基礎教育機関に入学する学生の数が増加し

ています。看護職には幅広い知識や経験を持つことが必要だといわれており、他分野での知識基盤を持った

うえで看護学を学んでいる学生には活躍が期待されるところです。また、一般の学生にとっても、お互いの

違いがどこにあるのかを知り、相互に影響しあうことによって、より広がりのある経験をすることができる

ようになると考えます。 

そこで本研究では、学士号をもつ看護学性と一般の看護学生に対するアンケート調査を実施し、結果を比

較することを通して、学士号をもつ看護学生の特徴を明らかにします。研究の結果は、多様な人材のもつ能

力を生かした看護学教育を検討するうえで、貴重な資料となります。 

 

ご依頼する内容 

貴校で学ぶ、(1)「学士号をもつ学生」と、(2)「(1)と同数の学士号をもたない学生」に、無記名の質問

票(別紙)を配布していただきたくお願いいたします。質問票の回答にかかる時間は15分～20分程度です。

回答は学生の自由意思に基づいており、回答後の質問票は、学生より直接研究者に郵送していただきます。 

 

学生・生徒数をお知らせください。 

同封いたしました「返信用はがき」または電子メールにて、学士号をもつ学生数（必要な質問票の部数）、

校名、質問票の送付先住所、こちらからご連絡する際のご担当の方のお名前をお知らせください。 

ご連絡を受け取り次第、人数分の質問票と返送用封筒（料金受け取り払いにて、回答者個人より直接研究

者にご返送いただきます）を送付いたします。 

 

倫理的配慮 

 本研究で使用する調査用紙は無記名で、個人や個人の所属する教育機関が特定されることはありません。

また、ご協力いただいた教育機関名についても特定されない形で保管します。 

 すべての研究データの保管は厳重に行います。研究の終了後は速やかに破棄します。 

 本研究の結果は博士論文の一部としてまとめ、学会や学術雑誌などで公表することがありますが、研究

目的以外には使用しません。 

 教育機関が一度研究協力に承諾しても、その後いつでも取りやめることができます。その際は、下記ま

でご連絡ください。学生の研究協力については、調査票の返送をもって承諾されたものといたします。 

 本研究は聖路加看護大学研究倫理審査委員会の承認を受けて行われています（承認番号12-001）。 

 

本研究についてご質問がありましたら、いつでもお問い合わせください。 

研究者：奥   裕美（おくひろみ） 聖路加看護大学大学院博士後期課程 

指導教員：井部 俊子 

連絡先：〒104-0044 東京都中央区明石町10-1聖路加看護大学 

電話：090-1555-2291(携帯)     電子メール：10DN005v4X-ts@slcn.ac.jp 

 


